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研究成果の概要（和文）：緩和ケア専門家、がん専門看護師、臨床看護師、看護教育者、シミュレーション専門
家の協力を得て、Jefferies(2012)の枠組みをベースに、学生がEOLケアを体験できる「EOLケアシミュレーショ
ンシナリオ」を開発した。学内掲示板で参加者を募り、参加希望のあった学生を無作為に2群に割付け、無作為
化比較試験を実施した。最終的な測定まで完了した学生は38名であった。評価項目は、終末期ケアに関する知
識、自信、技術とした。技術は客観的臨床技能評価（OSCE）により評価をおこなった。その結果、シミュレーシ
ョン後、介入群は対照群と比較し、終末期ケアに関する知識、自信、技術の全てにおいて有意な上昇を示した。

研究成果の概要（英文）：Based on the brain storming sessions of the nursing specialist group for 
palliative care and education, we designed an EOL scenario. We consulted with simulation experts 
regarding the structure and timeline of the EOL simulation, with the aim of integrating student 
knowledge and performance.
Thirty-eight students participated in this study. They were randomly assigned to an experimental 
group or a control group. The control group followed the usual nursing curriculum, whereas the 
experimental group completed the EOL simulation as an additional course. The effect of the EOL 
simulation was evaluated by questionnaire, and students’ knowledge, self-confidence, and skill was 
tested using an objective structured clinical evaluation (OSCE). 
The experimental group showed a greater improvement in performance in the OSCE compared with the 
control group. In addition, students in experimental group displayed a significant increase in EOL 
nursing-related knowledge and self-confidence. 

研究分野： 臨床看護

キーワード： ターミナルケア　看護教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
看護師は他の医療専門家たちよりも

終末期患者と多くの時間を患者と過ご
す（Moreland et al. 2012）と言われ
ており、実際に看護師は患者だけでは
なく家族も含めて終末期のケアをおこ
なう中心的な役割を担っている。しか
し、看護師は卒前に終末期にある患者
を実習で受け持つ機会は少なく、実際
に臨床現場で End-Of-Life（EOL）ケア
を提供するのに十分な準備が行われて
いないことが多い。AACNは2000年に、
The End of Life Nursing Education 
Consortium Core Curriculum を出版し
看護教育プログラムを通して EOL 教育
のトレーニングを開始している。また、
2004年EOL Competency Statements for 
Undergraduate Education で卒前教育
における EOL ケアの能力の指針を発表
している。このような能力獲得のため
には、臨地実習で終末期にある患者の
看護を体験しながら行われることが理
想的だが、実習で学生が終末期患者を
受け持つことは難しく、それを実現す
ることは現実的ではないことが指摘さ
れている。そのような状況において、
2011 年に厚生労働省から発表された
「看護教育の内容と方法に関する検討
会報告書」の中で教育場面へのシミュ
レーションの活用が言及された。シミ
ュレーション教育とは、事実そのもの
ではなく、見せかけ、真似、模擬とい
う意味であり、ある実態を他の手段に
よって真似し、再現したものを教育現
場に取り入れることをいう（片田. 
2007）。こうした模擬的な手段でありな
がらも、シミュレーションにある技能
や概念の獲得といった目標達成を目指
した模擬的状況が設定されれば、学生
はその状況と関わりながら知識や技能
を獲得していくものであることが報告
されている（藤岡. 2000）。具体的で現
実に近いシミュレーションは現実的な
感 覚 を 作 る こ と が で き る
（Cannon-Diehl. 2009）とされており、
海 外 で は 1995 年 に Clinical 
Simulation Laboratories Department 
of Adult Health Nursing University 
of Maryland が看護学部設置施設とし
て設立され、看護学専門のシミュレー
ション教育の基盤を作り上げた。日本
における先行研究を概観すると、急変
シナリオシミュレーションや感染予防
のためのシミュレーション教育に関す
る研究は行われているが緩和ケア、終
末期ケアに関するシミュレーション教
育に関する研究は数少ない。終末期患
者や家族への看護ケアでは侵襲的な処
置を提供することは少ないが、対象が
おかれている状況を考慮すると１つ１

つのコミュニケーションやケアは慎重
に行われる必要があり、学生が卒前に
EOL ケアを臨床場面に近い状況で体験
することは有意義であると考える。 
また、近年、看護教育の質に対する

社会の要求や期待の高まりから、日本
の看護系教育機関では、知識だけでは
なく技術や態度、倫理的行動、判断な
ど臨床実践能力に関する教育が重視さ
れ、知識とともに臨床実践能力を育成
し、それを適切に評価するために OSCE
（客観的臨床能力試験）の導入が提唱
され始めた。しかし、我が国では看護
教育機関での OSCE による評価は採用
されはじめたばかりで、研究成果とし
てはほとんど公表されていない。そこ
で本研究では、「患者や家族への EOL
ケアに関する知識や態度を効果的に習
得できる卒前教育の OSCE による評価」
について特に着目することとした。 
 

２． 研究の目的 
(1) 卒前に必要とされる能力を獲得で

きる EOL ケアシミュレーションシ
ナリオの開発をおこなう。 
 

(2) 開発した EOL ケアシミュレーショ
ンを導入することで、終末期看護
に対する学生の臨床的技能、知識、
自信の獲得につなげるとともに、
その教育手法をより実践的かつ効
果的なものに発展させる。 
 

３． 研究の方法 
(1) EOL ケアシミュレーションシナリ

オの開発 
平成27年度にEOLケアシミュレーシ
ョンシナリオの開発をおこなった。
NLN/Jeffries のフレームワーク
（2012）を枠組みとし、コルブとデ
ューイの学習理論を取り入れて作成
した。学習目標は文部科学省の終末
期看護における卒業時到達目標を考
慮に入れて設定した。事例は、緩和
ケア専門家、がん専門看護師より複
数回のヒアリングをおこないながら、
現実的な終末期患者の事例となるよ
うに、看護教育者と臨床看護師で作
成した。また、シミュレーションシ
ナリオに関して、シミュレーション
の専門家より細部にわたる専門的知
識の提供をうけて完成させた。協力
が得られた学生に対しパイロット
試験を実施，意見の聴取をし，時
間設定の見直しや詳細な修正をお
こなった．シナリオの量的バランス
や挑戦水準に関してはフロー体験チ
ェックリスト（石村. 2014）を用い
て評価をおこなった。 
 



(2) EOL ケアシミュレーションの評価 
看護大学生の 3 年次生を対象に、
開発した EOL シミュレーションを
無作為化比較試験で評価した。学
生の知識や自信を介入前後で測定
し、評価するとともに客観的臨床
能力試験（OSCE）をおこない、そ
の教育効果を総合的な視点で量的
に評価した。またデブリーフィン
グや振り返りシートを質的に分析
し、より学習目標を達成しやすい
プログラムに発展するための考察
をおこなった。 

 
４． 研究成果 

 平成 27 年度に EOL ケアシミュレーシ
ョンシナリオの開発が完了した。シナリ
オの量的バランスや挑戦水準に関して
はフロー体験チェックリストを用いて
評価した。その結果、量的バランスや挑
戦水準が参加者のフロー体験を生成す
るにあたり適切であることがわかり、開
発したEOLケアシュミレーションは、EOL
ケアを学習するにあたって、学生の学習
への能動的動機付けに貢献する可能性
があることの示唆を得た。 
EOL ケアシミュレーションの評価は、

無作為化比較試験により実施した。平成
27 年度から 28 年度の 2 年間で合計 38
名の学生が研究に参加した。介入群に割
り付けられた学生（20 名）は対照群（18
名）と比較し、EOL ケアに関する知識、
EOL ケアに対する自信が有意に上昇した
（表 1、表 2）。また、OSCE による EOL
ケアに関する臨床能力の評価において
も、介入群で有意に技術の向上がみられ
た（表 3）。 
 
 
 

表 1. 終末期ケアに関する知識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2. 終末期ケアに関する自信 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
表 3．終末期ケアに関する技術（臨床能力） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
以上の研究成果に関して、国内では第 36 回
日本看護科学学会で口演発表お 2題、ポスタ
ー発表 1題をおこなった。また、海外におい
ては第 20回 EAFONS にて成果発表をおこなっ
た。各学会発表において多数の問い合わせや
質問があり、看護教育関係者から高い関心を
得ることができた。現在、EOL ケアシミュレ
ーションシナリオの評価について論文の執
筆が完了しており、現在投稿を終え、査読審
査中である。 
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